
 

 

 

 

 

 

 

 

北区では、令和６年１１月整備完成を目指し、滝野川第四小学校リノベーション工事に関する計画を進め

ています。 

リノベーションレター第２号では、意見交換会、整備プランについてご紹介いたします。 

 

 

 

リノベーション事業を進めるにあたり、広くご意見を参考とするため、令和２年９月にアンケートを実施

しました。そのアンケート結果などを踏まえ、学校、保護者及び地域の代表の方々と令和 3 年 2 月に意見

交換会（書面開催）を実施しました。 

１．意見交換会の概要 

アンケート結果から設計へ反映させる主なもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この中から・校庭改修・外壁改修・外構改修にポイントを絞ってご意見をいただきました。 

 

 

 

 

     理由としては、児童の安全面や水はけなどに関係するご意見がありました。 

 

 

〇遊具について、ジャングルジムの設置を希望するご意見が多くありました。 

鉄棒と砂場は授業で使用するので必須となります。 

〇駐車場・駐輪場については、どちらも必要とのご意見が多くありました。 

      台数や位置などについても、様々なご意見をいただきました。 

     〇花壇・ビオトープについても、どちらも必要とのご意見が多く、校庭の広さを確保するうえで

縮小したり、位置を変えるなどのご意見もいただきました。 

〇防災の拠点となるうえで必要な設備等については、災害用トイレ（マンホールトイレ）や、 

かまどベンチの設置などのご意見を多くいただきました。 
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教育振興部学校改築施設管理課 リノベーションレター 

１．意見交換会（書面開催）を実施しました 

校庭の仕様について 

校庭に関連する必要な機能について 

校庭の仕様は、人工芝がよいとのご意見を多くいただきました。 

〇屋上の改修 

・屋上防水改修 

・屋上を運動スペースとして整備 

〇校庭の改修 

・人工芝またはゴムチップ舗装へ改修 

・遊具、ビオトープ、花壇等の整備など 

・防災機能の強化 

〇屋外トイレの改修 

・利用しやすいトイレへ改修 

（庇の設置、洋式化、内装改修等） 

〇外壁改修、外構改修 

・校舎の外観 

・外構の改修 

 



 

 

 

〇外壁の色について、もみじ色など落ち着いた色合いがよいとのご意見が多くありました。 

〇外壁の絵については、現状の絵を残すなどの意見や、新しい絵にしたほうがよいとの意見が 

多くありました。 

     〇緑化については、校舎外壁の壁面や柱面等を緑化するご意見を多くいただきました。 

〇校門については、もみじ型の模様や旧校舎をモチーフにした門などの意見をいただきました。 

そのほか、校章の設置や使いやすい門など様々な意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          （参考）人工芝のイメージ      （参考）壁面緑化のイメージ 

 

 

 

 

２．整備プランをまとめました 

校舎の外観、外構について 

いただいたご意見については、リノベーションに反映できるよう

検討いたします 💪 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定では、引き続き、設計を進めながら工事の全体計画なども検討していきます。全体計画がまと

まり次第、関係する皆様にご説明し、令和３年秋頃から仮設校舎の設置工事を行うよう進めてまいります。 

令和４年春頃からは、本格的なリノベーション工事を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北区ホームページ「滝野川第四小学校のリノベーション事業」 

ホーム＞子育て・教育＞小・中学校＞学校の改築・改修＞ 

＞小学校のリノベーション事業＞滝野川第四小学校のリノベーション事業 

お問い合わせ先 

北区教育委員会事務局 

教育振興部 

学校改築施設管理課 

担当：佐藤・有山 

電 話：03-3908-9277 

F A X：03-3910-6885 

事業の進捗状況等は、北区ホームページからも 
ご覧いただけます。 

３．いよいよ今年度から工事が始まります 

①教育環境の向上 

・普通教室、特別教室のリニューアル 

（児童数増、35 人学級導入を見据え 18 教室確保） 

・汎用性の高い設え 

（教室転用等を想定した多目的室等の整備） 

・図書室の充実 

（現状２室を１か所に集約。会議等へ使用可能な整備） 

②機能性の向上 

・バリアフリー化 

（エレベーターと校舎～別棟間に渡り廊下設置） 

・トイレの洋式化、ドライ化、手洗い水栓自動化 

・給食室の空調設置、ドライ化 

③耐久性の向上 

・外壁塗装、内装仕上げの更新（高耐久化） 

・空調設備、給排水設備、消防設備の更新 

・照明のＬＥＤ化 

 ☝ 基本計画のポイント！ 

配置図 


